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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年12月1日(2011.12.1)

【公表番号】特表2008-540696(P2008-540696A)
【公表日】平成20年11月20日(2008.11.20)
【年通号数】公開・登録公報2008-046
【出願番号】特願2008-502019(P2008-502019)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  61/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  23/08    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/06    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/12    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  61/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月17日(2011.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ｉ）加硫性エラストマー；
（ｉｉ）熱可塑性ポリオレフィン；
（ｉｉｉ）架橋剤；および
（ｉｖ）エチレン／α－オレフィンマルチブロック共重合体
を含むか、または該（ｉ）、（ｉｉ）、（ｉｉｉ）および（ｉｖ）を含む反応混合物から
得ることができる熱可塑性加硫物であって、
　ここで、該エチレン／α－オレフィンマルチブロック共重合体は、少なくとも６０モル
パーセントのエチレンを含み、：
　（ａ）１．７～３．５のＭw／Ｍn、少なくとも１つの融点Ｔm（℃）、および密度ｄ（
ｇ／ｃｍ3）を有し、Ｔmおよびｄの数値が、
　Ｔm＞－２００２．９＋４５３８．５（ｄ）－２４２２．２（ｄ）2

という関係に合致するか；または
　（ｂ）１．７～３．５のＭw／Ｍnを有し、融解熱ΔＨ（Ｊ／ｇ）、および最高ＤＳＣピ
ークと最高ＣＲＹＳＴＡＦピークとの間の温度差と定義されるデルタ量ΔＴ（℃）によっ
て特徴付けられ、ΔＴおよびΔＨの数値が以下の関係：
　ゼロより大きくかつ１３０Ｊ／ｇまでのΔＨについては、ΔＴ＞－０．１２９９（ΔＨ
）＋６２．８１
　１３０Ｊ／ｇより大きいΔＨについては、ΔＴ≧４８℃
を有し、ここで、該ＣＲＹＳＴＡＦピークは累積ポリマーの少なくとも５％を用いて決定
され、特定可能なＣＲＹＳＴＡＦピークを有するのが該ポリマーの５パーセント未満であ
る場合、該ＣＲＹＳＴＡＦ温度を３０℃とするか；または
　（ｃ）エチレン／α－オレフィン共重合体の圧縮成形フィルムで測定される、３００パ
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ーセントひずみおよび１サイクル時の弾性回復率Ｒｅ（％）によって特徴付けられ、密度
ｄ（ｇ／ｃｍ3）を有し、該エチレン／α－オレフィン共重合体が架橋相を実質的に含ま
ない場合、Ｒｅおよびｄの数値が以下の関係：
　Ｒｅ＞１４８１－１６２９（ｄ）
を満たすか；または
　（ｄ）ＴＲＥＦを用いて分画した場合に、４０℃と１３０℃との間で溶出する分子画分
を有し、該分子画分が同じ温度の間で溶出する比較用ランダムエチレン共重合体画分のコ
モノマーモル含量よりも少なくとも５パーセント高いコモノマーモル含量を有することを
特徴とし、ここで該比較用ランダムエチレン共重合体は、該エチレン／α－オレフィン共
重合体と同じコモノマーを有し、かつ該エチレン／α－オレフィン共重合体の値から１０
パーセント内にあるメルトインデックス、密度、およびコモノマーモル含量（ポリマー全
体を基準にした値）を有するか；または
　（ｅ）２５℃における貯蔵弾性率Ｇ'（２５℃）および１００℃における貯蔵弾性率Ｇ'
（１００℃）によって特徴付けられ、Ｇ'（２５℃）対Ｇ'（１００℃）の比が１：１～１
０：１である、
熱可塑性加硫物。
【請求項２】
（ｉ）熱可塑性ポリオレフィン
（ｉｉ）架橋剤；および
（ｉｉｉ）エチレン／α－オレフィン／ジエンマルチブロック共重合体である加硫性エラ
ストマー
を含むか、または該（ｉ）、（ｉｉ）および（ｉｉｉ）を含む反応混合物から得ることが
できる熱可塑性加硫物であって、
　ここで、該エチレン／α－オレフィン／ジエンマルチブロック共重合体は：
　（ａ）１．７～３．５のＭw／Ｍn、少なくとも１つの融点Ｔm（℃）、および密度ｄ（
ｇ／ｃｍ3）を有し、Ｔmおよびｄの数値が、
　Ｔm＞－２００２．９＋４５３８．５（ｄ）－２４２２．２（ｄ）2

という関係に合致するか；または
　（ｂ）１．７～３．５のＭw／Ｍnを有し、融解熱ΔＨ（Ｊ／ｇ）、および最高ＤＳＣピ
ークと最高ＣＲＹＳＴＡＦピークとの間の温度差と定義されるデルタ量ΔＴ（℃）によっ
て特徴付けられ、ΔＴおよびΔＨの数値が以下の関係：
　ゼロより大きくかつ１３０Ｊ／ｇまでのΔＨについては、ΔＴ＞－０．１２９９（ΔＨ
）＋６２．８１
　１３０Ｊ／ｇより大きいΔＨについては、ΔＴ≧４８℃
を有し、ここで、該ＣＲＹＳＴＡＦピークは累積ポリマーの少なくとも５％を用いて決定
され、特定可能なＣＲＹＳＴＡＦピークを有するのが該ポリマーの５パーセント未満であ
る場合、該ＣＲＹＳＴＡＦ温度を３０℃とするか；または
　（ｃ）共重合体の圧縮成形フィルムで測定される、３００パーセントひずみおよび１サ
イクル時の弾性回復率Ｒｅ（％）によって特徴付けられ、密度ｄ（ｇ／ｃｍ3）を有し、
該共重合体が架橋相を実質的に含まない場合、Ｒｅおよびｄの数値が以下の関係：
　Ｒｅ＞１４８１－１６２９（ｄ）
を満たすか；または
　（ｄ）ＴＲＥＦを用いて分画した場合に、４０℃と１３０℃との間で溶出する分子画分
を有し、該分子画分が、同じ温度の間で溶出する比較用ランダム共重合体画分のコモノマ
ーモル含量よりも少なくとも５パーセント高いコモノマーモル含量することを特徴とし、
該比較用ランダム共重合体は、同じコモノマー、ならびに該共重合体の値から１０パーセ
ント内にあるメルトインデックス、密度、およびコモノマーモル含量（ポリマー全体を基
準にした値）を有するか；または
　（ｅ）２５℃における貯蔵弾性率Ｇ'（２５℃）および１００℃における貯蔵弾性率Ｇ'
（１００℃）によって特徴付けられ、Ｇ'（２５℃）対Ｇ'（１００℃）の比が１：１～１
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０：１である、
熱可塑性加硫物。
【請求項３】
　前記共重合体が、１．７～３．５のＭw／Ｍn、少なくとも１つの融点Ｔm（℃）、およ
び密度ｄ（ｇ／ｃｍ3）を有し、Ｔmおよびｄの数値が、
　Ｔm＞－２００２．９＋４５３８．５（ｄ）－２４２２．２（ｄ）2

という関係に合致する、請求項１または２に記載の熱可塑性加硫物。
【請求項４】
　前記共重合体が、１．７～３．５のＭw／Ｍnを有し、融解熱ΔＨ（Ｊ／ｇ）、および最
高ＤＳＣピークと最高ＣＲＹＳＴＡＦピークとの間の温度差と定義されるデルタ量ΔＴ（
℃）によって特徴付けられ、ΔＴおよびΔＨの数値が以下の関係：
　ゼロより大きくかつ１３０Ｊ／ｇまでのΔＨについては、ΔＴ＞－０．１２９９（ΔＨ
）＋６２．８１
　１３０Ｊ／ｇより大きいΔＨについては、ΔＴ≧４８℃
を有し、ここで、該ＣＲＹＳＴＡＦピークは累積ポリマーの少なくとも５％を用いて決定
され、特定可能なＣＲＹＳＴＡＦピークを有するのが該ポリマーの５パーセント未満であ
る場合には、該ＣＲＹＳＴＡＦ温度を３０℃とする、請求項１または２に記載の熱可塑性
加硫物。
【請求項５】
　前記共重合体が、該共重合体の圧縮成形フィルムで測定される、３００パーセントひず
みおよび１サイクルでの弾性回復率Ｒｅ（％）によって特徴付けられ、密度ｄ（ｇ／ｃｍ
3）を有し、該共重合体が架橋相を実質的に含まない場合に、Ｒｅおよびｄの数値が、以
下の関係：
　Ｒｅ＞１４８１－１６２９（ｄ）
を満たす、請求項１または２に記載の熱可塑性加硫物。
【請求項６】
　Ｒｅおよびｄの数値が、以下の関係：
　Ｒｅ＞１４９１－１６２９（ｄ）
を満たす、請求項５の熱可塑性加硫物。
【請求項７】
　Ｒｅおよびｄの数値が、以下の関係：
　Ｒｅ＞１５０１－１６２９（ｄ）
を満たす、請求項５の熱可塑性加硫物。
【請求項８】
　Ｒｅおよびｄの数値が、以下の関係：
　Ｒｅ＞１５１１－１６２９（ｄ）
を満たす、請求項５の熱可塑性加硫物。
【請求項９】
　前記共重合体が、少なくとも０．５のブロックインデックスおよび１．３より大きい分
子量分布Ｍw／Ｍnを有する少なくとも１つの分子画分を含む、請求項１または２に記載の
熱可塑性加硫物。
【請求項１０】
　前記共重合体が、２５℃における貯蔵弾性率Ｇ'（２５℃）および１００℃における貯
蔵弾性率Ｇ'（１００℃）によって特徴付けられ、Ｇ'（２５℃）対Ｇ'（１００℃）の比
が１：１～１０：１である、請求項１または２に記載の熱可塑性加硫物。
【請求項１１】
　前記α－オレフィンがスチレン、プロピレン、１－ブテン、１－ヘキセン、１－オクテ
ン、４－メチル－１－ペンテン、１－デセン、またはそれらの組み合わせである、請求項
１または２に記載の熱可塑性加硫物。
【請求項１２】
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　前記エチレン／α－オレフィン／ジエン共重合体がエチレン／プロピレン／ジエン（Ｅ
ＰＤＭ）コポリマーである、請求項２に記載の熱可塑性加硫物。
【請求項１３】
　前記ジエンがノルボルネン、１，５－ヘキサジエン、またはそれらの組み合わせである
、請求項１２に記載の熱可塑性加硫物。
【請求項１４】
　前記共重合体が、ＡＳＴＭ Ｄ-１２３８、条件１９０℃／２．１６ｋｇに従って測定し
た場合に５～５００ｇ／１０分の範囲のメルトインデックスを有する、請求項１または２
に記載の熱可塑性加硫物。
【請求項１５】
　前記共重合体が、組成物全体の５重量％～９５重量％の範囲で存在する、請求項１また
は２に記載の熱可塑性加硫物。
【請求項１６】
　前記共重合体が、組成物全体の５重量％～４５重量％の範囲で存在する、請求項１また
は２に記載の熱可塑性加硫物。
【請求項１７】
　前記ポリオレフィンがホモポリマーである、請求項１または２に記載の熱可塑性加硫物
。
【請求項１８】
　前記ポリオレフィンがポリプロピレンである、請求項１または２に記載の熱可塑性加硫
物。
【請求項１９】
　前記ポリオレフィンがポリエチレンである、請求項１または２に記載の熱可塑性加硫物
。
【請求項２０】
　前記加硫性エラストマーがエチレン－高級α－オレフィンコポリマーまたはターポリマ
ーである、請求項１または２に記載の熱可塑性加硫物。
【請求項２１】
　請求項１～２０のいずれか一項に記載の熱可塑性加硫物から作製される製品。


	header
	written-amendment

